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『配当に注目した投資戦略』

配当で資産形成の土台を作ろう
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TOPIX配当総額の推移

日本株の配当総額の推移
2000年の3兆円から直近は20兆円超えへ

データ：QUICK
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配当利回りの推移

株価が上昇する中で、配当利回りはボックスレンジで推移
現在のTOPIX配当利回り  2.4％

データ：QUICK
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配当の拡大は続くか

・株主還元意識の高まり

・稼ぐ力、営業CFの拡大

YES
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株主還元意識の高まり

外圧
・アクティビストによる
株主還元圧力

・東証による「資本コス
トや株主を意識した経
営」の要請

企業自ら

企業価値向上のための
施策に前向き

ROE を如何に引き上げるか

純利益
自己資本

・・・↑ 増やす（成長投資）

・・・↓ 減らす（株主還元）
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株主還元意識の高まり

8.9％

ROE8％目標は達成も、９％ラインが壁
利益は増えているものの、分母の純資産も拡大
市場のROE10％超えは、外国人投資家が買うトリガーに

データ：QUICKデータ：QUICK
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トヨタのROEの推移

トヨタ、ROE20％目標（2030年）を掲げる
3月期末では株主還元拡大の動きも

データ：東洋経済四季報
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営業キャッシュフローの拡大

コア30のうち、金融と通信を除く22社の営業キャッシュフローの推移
緩やかながらも拡大傾向が続く

データ：QUICK
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営業キャッシュフローと配当の正相関

2014年度から2023年度までの10年間の変化率
営業CFの拡大は配当支払い余力を高める

データ：QUICK
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1株当り配当の推移

2000年から1株当り配当は6倍に
直近10年間平均成長率は10％

データ：QUICK
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配当で資産形成の土台を

TSR
株主総利回り

トータル・シェアホルダー・リターン
Total Shareholder Return

配当収入（インカム・ゲイン）+ 値上がり益（キャピタル・ゲイン）

TSRは経営者の成績表

TSRは投資家の総収益
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配当で資産形成の土台を

5年間の累積配当は240円に拡大。5年前の投資金額に対して14％のリターン
株価は5年間で54％上昇
TSRは68％に（5年間の株主総利回り）

データ：QUICKデータ：QUICK
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配当利回り株投資のポイント

・3％以上の配当利回り株
（累進配当、増配期待株を狙おう）

・業績の動向にも注意
（特に景気循環などの影響を受ける企業）

・株価上昇で配当利回りが低下した企業は入れ替えも
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高配当利回り株スクリーニング

時価総額1兆円以上を対象

データ：QUICK
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“セレクト18“から

新NISA 成長投資枠 セレクト18
配当重視＆成長重視ポートフォリオ（2025年1－3月号）から

データ：QUICK
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“セレクト18“の申し込みはこちらから

「各種申込」をクリックしてください

※ 連絡欄に“セレクト18”とご記入ください

立花証券

資産形成フェスタSTOCKVOICE 2025
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最後に

・中長期の時間軸を意識する

・年間配当収入額の目標を立てる

・株資産全体の簿価ベースの配当利回り3％以上を目指す

・株価下落時は配当利回り株を買い増すチャンス

配当収入を増やし、頑強な株資産の土台作りを！

インフレに負けない資産運用を！
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ご清聴ありがとうございました

商号等：立花証券株式会社/金融商品取引業者 登録番号：関東財務局長（金商）第１１０号 加入協会：日本証券業協会、一般社
団法人金融先物取引業協会

●この資料は投資判断の参考となる情報提供を目的としたものです。本資料は信頼できると思われる各種データに基づいて作
成されていますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。●株式を売買する場合は、約定代金に対し、最大１.２０
１７５％［税込］の委託手数料がかかります（最低委託手数料は２，６４０円［税込])。また約定代金４，８００円以下の売却の場合の
委託手数料は約定代金の５５％［税込］とし、１円の場合は１円［税込］とします。●信用取引では、約定代金に見合った委託保証
金が必要です。●株価の変動や発行者の信用状況の変化等により、投資元本を割り込むことがあります。また、信用取引ではそ
の損失額が差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあります。●立花証券およびその関連会社、役職員が、この資料に記
載されている証券もしくは金融関連商品について自己売買または委託売買取引を行う場合があります。●投資に関する最終決
定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願い申し上げます。

■手数料等及びリスクについて
●外国株式を売買する場合は、売買代金に対し、最大０．88％（税込）の国内取次手数料がかかります。日本円と米ドルを交換
する場合、国内約定日の銀行レート（TTM）を基準として、買いは３０銭、売りは－３０銭とした為替レートを適用レートとします。
同一日の売り・買いについても為替手数料がかかりますのでご注意ください。外国の金融商品市場などにおける税金などは、そ
の時々の市場状況、現地情勢などに応じて決定されますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。お
取引の際は締結前交付書面をよくお読みください。●外国株式は、株価の変動や発行者の信用状況の変化等により、投資元本
に損失が生じるおそれがあります。外国株式は、為替の変動等により、損失が生じるおそれがあります。流動性が低い銘柄の場
合、市況または注文の規模により、望ましい価格での売買注文の執行が常に可能とは限らず、極端な場合、取引ができないこと
があります。

売買管理課審査済
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